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　市民参加の「かすみがうら花のまち」。西成井と稲吉を結ぶ市道沿いの花壇には、６月から９月に
かけてマリーゴールドが植えられ道行く人を楽しませてくれます。また約５㎞にわたるこの道は、
「いばらきヘルスロード」に指定されている区間もあります。
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今
定
例
会
に
上
程
さ
れ
た
議
案
等
は

次
の
と
お
り
で
す
。

　

報
告
第
２
号

　

平
成
21
年
度
か
す
み
が
う
ら
市

一
般
会
計
継
続
費
繰
越
計
算
書
に
つ

い
て

　

報
告
第
３
号

　

平
成
21
年
度
か
す
み
が
う
ら
市

一
般
会
計
繰
越
明
許
費
繰
越
計
算
書

に
つ
い
て

　

報
告
第
４
号

　

平
成
21
年
度
か
す
み
が
う
ら
市

下
水
道
事
業
特
別
会
計
繰
越
明
許
費

繰
越
計
算
書
に
つ
い
て

　

報
告
第
５
号

　

平
成
21
年
度
か
す
み
が
う
ら
市

土
地
開
発
公
社
事
業
決
算
に
つ
い
て

　

報
告
第
６
号

　

平
成
22
年
度
か
す
み
が
う
ら
市

土
地
開
発
公
社
事
業
計
画
及
び
資
金

計
画
並
び
に
収
支
予
算
に
つ
い
て

　

承
認
第
１
号

　

専
決
処
分
事
項
の
承
認
を
求
め
る

こ
と
に
つ
い
て

【
承
認
】

　

承
認
第
２
号

　

専
決
処
分
事
項
の
承
認
を
求
め
る

こ
と
に
つ
い
て

【
承
認
】

　

議
案
第
33
号

　

か
す
み
が
う
ら
市
職
員
の
勤
務
時

間
、
休
暇
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

【
可
決
】

　

議
案
第
34
号

　

か
す
み
が
う
ら
市
職
員
の
育
児
休

業
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て【

可
決
】

▽
育
児
休
業
等
に
関
す
る
法
律
等
の

改
正
に
基
づ
く
も
の
で
す
。

　

議
案
第
35
号

　

か
す
み
が
う
ら
市
職
員
団
体
の
た

め
の
職
員
の
行
為
の
制
限
の
特
例
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
の
制
定
に
つ
い
て

【
可
決
】

　

議
案
第
36
号

　

か
す
み
が
う
ら
市
特
別
職
の
職
員

で
非
常
勤
の
も
の
の
報
酬
及
び
費
用

弁
償
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て【

可
決
】

▽
社
会
教
育
指
導
員
の
報
酬
額
を
改

正
す
る
も
の
で
す
。

　

議
案
第
37
号

　

か
す
み
が
う
ら
市
税
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

【
可
決
】

▽
地
方
税
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る

法
律
の
改
正
に
よ
り
、
市
町
村
た
ば

こ
税
の
税
率
引
き
上
げ
や
所
得
税
法

の
一
部
を
改
正
す
る
も
の
で
す
。

　

議
案
第
38
号

　

か
す
み
が
う
ら
市
医
療
福
祉
費
支

給
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

【
可
決
】

▽
現
在
、
小
学
校
入
学
前
ま
で
に
な

っ
て
い
る
医
療
費
の
支
給
を
小
学
校

３
年
生
ま
で
拡
大
す
る
も
の
で
す
。

　

議
案
第
39
号

　

か
す
み
が
う
ら
市
国
民
健
康
保
険

税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の

制
定
に
つ
い
て

【
可
決
】

▽
倒
産
・
解
雇
な
ど
に
よ
る
離
職
者

や
雇
い
止
め
等
の
理
由
に
よ
り
国
民

健
康
保
険
税
を
軽
減
す
る
も
の
で
す
。

　

議
案
第
40
号

　

平
成
22
年
度
か
す
み
が
う
ら
市

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）　

【
可
決
】

▽
下
稲
吉
小
学
校
施
設
整
備
に
係
る

実
施
設
計
、
業
務
委
託
並
び
に
医
療

福
祉
制
度
の
対
象
者
を
小
学
校
３
年

６月定例会提出議案

　平成22年第２回定例会が、6月1日から6月18日までの18日間
の会期で開催されました。今定例会では、条例の制定及び一部
改正、平成22年一般会計補正予算などについて、各所管の常任
委員会へそれぞれ付託して審査を行ったほか、3日、4日、7日
の3日間において一般質問（後頁p7～10）が行われました。

平成22年　第２回定例会
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生
ま
で
拡
大
す
る
た
め
に
要
す
る
経

費
等
を
計
上
し
ま
し
た
。

　

議
案
第
41
号

　

災
害
対
応
特
殊
水
槽
付
消
防
ポ
ン

プ
自
動
車
の
取
得
に
つ
い
て【

可
決
】

　

議
案
第
42
号

　

下
稲
吉
中
学
校
校
舎
耐
震
補
強
工

事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

【
可
決
】

　

議
長
発
議

　

閉
会
中
の
所
管
事
務
調
査
に
つ
い

て

【
決
定
】

請
願
・
陳
情
の
審
査
結
果

　

請
願
第
７
号
（
平
成
21
年
）

　

請
願
書
八
ッ
場
ダ
ム
中
止
問
題
に

つ
い
て

【
不
採
択
】

　

請
願
第
８
号
（
平
成
21
年
）

　

請
願
書
八
ッ
場
ダ
ム
中
止
問
題
に

つ
い
て

【
不
採
択
】

ク
ー
ル
ビ
ズ
の
実
施

　

地
球
温
暖
化
防
止
策
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費

量
の
削
減
に
よ
る
経
費
節
減
を
目
的
と
す
る

「
ク
ー
ル
ビ
ズ
」
に
つ
い
て
、
か
す
み
が
う
ら

市
議
会
に
お
い
て
も
、
６
月
１
日
か
ら
９
月

末
日
ま
で
に
開
催
さ
れ
る
本
会
議
、
委
員
会

等
の
会
議
に
お
い
て
実
施
し
て
い
ま
す
。

永
年
勤
続
で
表
彰

　

平
成
22
年
５
月
26
日
全
国
市

議
会
議
長
会
定
期
総
会
、
平
成

22
年
４
月
16
日
茨
城
県
市
議
会

議
長
会
定
例
会
に
お
い
て
、
議

会
議
員
と
し
て
多
年
に
わ
た

り
、
地
方
自
治
の
発
展
と
市
政

の
向
上
に
貢
献
し
た
議
員
が
表

彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

○
全
国
市
議
会
議
長
会
表
彰

　
　

矢　

口　

栄　

造

　

○
茨
城
県
市
議
会
議
長
会

　
　

小
座
野　

定　

信

　
　

矢　

口　

龍　

人

　
　

和　

田　

正　

美

下稲吉中学校校舎耐震補強工事

６月定例会提出議案
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総 務 委員会

○委員会付託案件の審査（６月８日開催）

【付託案件】
◦専決処分事項の承認を求めることについて
◦かすみがうら市職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部を改正する条例の制定について
◦かすみがうら市職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例の制定について
◦かすみがうら市職員団体のための職員の行為の制限の特例に関する条例の一部を改正する条
　例の制定について
◦かすみがうら市特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例の一部を改正
　する条例の制定について
◦かすみがうら市税条例の一部を改正する条例の制定について
◦平成22年度かすみがうら市一般会計補正予算（第１号）
◦災害対応特殊水槽付消防ポンプ自動車の取得について

【審査内容】
Ｑ：社会教育指導員は何人で、また通常業務はどのようなことをしているのか。
Ａ：人数は１名で、当該市町村の教育委員会から委嘱を受けた社会教育の特定分野についての
　　直接指導や学習相談に応じるという業務です。特定分野とは、成人教育、女性教育、青少
　　年教育、高齢者教育、あるいは家庭教育、健康教育、社会体育など、さまざまな領域につ
　　いて業務内容があります。
Ｑ：消防団員の退職報奨金について、48名のうち38名が該当するという説明だが、該当にな
　　る者とならない者の違いは何か。
Ａ：５年以上が報奨金の対象者となります。該当にならない方は５年未満ということです。
Ｑ：デマンド型タクシーは、事前登録が必要ということだが、事前登録者の条件について伺う。
Ａ：事前登録者の条件ですが、基本的には市内の方が
　　登録できます。また、土・休日運行も計画してお
　　りますので、観光客については、事前予約なしで
　　乗れるような形をとりたいと考えております。

【所管事務調査】
◦旧志士庫保育所の売却について
◦職員の管理について

【調査内容】
Ｑ：旧志士庫保育所の売却について、市内限定で公募
　　することには、納得し難いところがある。全国ネ
　　ットで競売を実施して、それで希望者がいなかっ
　　た場合には再度、市内限定で実施してはどうか。
Ａ：市内ばかりでなく、広域でというお話を何人かの
　　委員からもいただいているので、その辺の公売の
　　方法等につきましても、再度、内部で調整をさせ
　　ていただきたいと思います。

▲デマンド型乗合タクシー

▲旧志士庫保育所

委員会活動
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文教厚生委員会

○委員会付託案件の審査（６月８日開催）

【付託案件】
◦かすみがうら市医療福祉費支給に関する条例の一部を改正する条例の制定について
◦かすみがうら市国民健康保険税条例の一部を改正する条例の制定について
◦平成22年度かすみがうら市一般会計補正予算（第１号）

【審査内容】
Ｑ：医療福祉費の支給制限。小児の生計を維持する者の前年の所得が1000万円以上であると
　　きとありますが、所得制限を撤廃するという考えはないのか伺う。
Ａ：今のところ、担当部署のほうでは、所得制限の撤廃については考えておりません。現状に
　　おいて、当市の場合は県の基準の範囲のなかで実施しており、特に拡大している部分もあ
　　りませんが、縮小している部分も無い状況です。
Ｑ：解雇者になり、国保に移らざるを得なくなるといった場合、申告書を提出時に雇用保険受
　　給資格者証、あとは、その他の特例対象被保険者等であることの事実を証明する書類を提
　　示しなければならないことになっていますが、雇用保険受給資格者証は絶対に必要なのか。
Ａ：離職した理由が通常そこに書いてありますので、その理由を確認する必要があります。そ
　　れで、非自発的か、自分の都合かというところを確認する必要がありますので、現状にお
　　いてはこの証明書を持ってきた上で判断することになると考えております。
Ｑ：小学校の教育振興費で理科の支援員賃金が25万8000円となっているが、時間的にどのく
　　らいの時間なのか。また、１時間あたりの賃金はいくらにしているのか。
Ａ：理科支援員の賃金は、25万8000円計上させていただきました。この中には賃金が24万円、
　　それと交通費がはいっております。内訳ですが、時給が1000円、１日５時間、年に24回実
　　施するということで、牛渡小、佐賀小の２校に配置いたします。

　　

○閉会中に行われた委員会
（５月11日開催）

【調査項目】
◦下稲吉小学校施設整備基本計画について

▲中央校舎外観 ▲中央校舎教室

委員会活動
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産業建設委員会

○委員会付託案件の審査（６月８日開催）

【付託案件】
◦専決処分事項の承認を求めることについて
◦請願書「八ッ場ダム中止問題について」２件

【審査内容】
Ｑ：繰越明許といっているが、どのくら
　　いの仕事が残っていたのか。また、
　　どこの部分ですか。
Ａ：最終的に残ってしまった部分につき
　　ましては、工事用に使用した道路上
　　の砂利敷き、その仮設道路に敷かれ
　　ておりました鉄板の撤去です。なお、
　　砕石につきましては約100メートル
　　と言う状況です。

【意　　見】
　　請願書「八ッ場ダム中止問題について」
Ａ：私が現地のほうを見てきたところ、地元の方も
　　だいぶ移転していたり、いろいろなことがあり
　　まして、ここで小さな市町村がそれを中止とい
　　うのは、いかがなものかと私個人ではそう思い
　　ます。

○産業建設委員会の主な所管事務
　農林水産業の振興、観光の振興、商工業の振興、都市・市街地整備、道路整備、下水道整備、
水道事業業務・公務に関する事項等について審査並びに調査を行っています。

▲流末排水整備工事（下大堤地内）

委員会活動



� �

　
　

現
政
府
の
方
針
に
お
け
る
当
市

　
　

の
財
政
計
画
を
伺
う
。

　
　

市
長　

現
在
、
行
政
運
営
の
方

　
　

針
と
し
ま
し
て
は
、「
安
心
」「
活

力
」「
地
域
の
選
択
」
が
重
要
で
あ

る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

安
心
に
つ
い
て
は
、
社
会
保
障
の

充
実
と
あ
わ
せ
ま
し
て
、
学
校
耐
震

の
推
進
や
生
活
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
に

よ
る
安
心
し
て
生
活
で
き
る
環
境
づ

く
り
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
る
も
の

で
す
。

　

活
力
に
つ
い
て
は
、
農
業
の
再
生

や
企
業
立
地
に
よ
る
地
域
経
済
の
発

展
と
あ
わ
せ
、
産
業
発
展
の
基
盤
と

な
る
イ
ン
フ
ラ
整
備
に
よ
る
活
力
あ

る
元
気
な
地
域
づ
く
り
が
重
要
で
あ

る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

そ
し
て
、
財
政
状
況
が
厳
し
く
な

る
中
で
、
こ
れ
か
ら
ハ
ー
ド
事
業
と

ソ
フ
ト
事
業
を
効
果
的
に
展
開
す
る

た
め
に
、
市
民
と
の
協
働
に
よ
る
政

策
を
選
択
し
、
重
点
化
し
て
い
く
必

要
が
あ
る
と
考
え
る
も
の
で
す
。

　
　

温
室
効
果
ガ
ス
削
減
へ
向
け
た

　
　

対
策
方
針
を
伺
う
。

　
　

環
境
経
済
部
長　

市
の
公
共
施

　
　

設
に
お
け
る
対
策
と
し
ま
し
て

は
、
温
暖
化
対
策
実
行
計
画
に
基
づ

き
、
市
が
行
う
す
べ
て
の
事
務
事
業

を
対
象
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
、

各
職
場
で
紙
類
や
燃
料
の
削
減
、
節

電
や
節
水
な
ど
の
温
室
効
果
ガ
ス
削

減
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
削
減
の
目

標
値
に
つ
き
ま
し
て
は
、
平
成
19
年

度
か
ら
平
成
23
年
度
の
５
年
間
で
温

室
効
果
ガ
ス
の
排
出
量
を
４
％
削
減

す
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
し
た
が
、

平
成
20
年
度
に
お
い
て
は
、
15
％
の

削
減
を
達
成
す
る
こ
と
が
で
き
て
お

り
ま
す
。

　
　

市
職
員
退
職
者
の
人
事
、
勤
務

　
　

形
態
、
給
料
月
額
、
補
助
金
に

つ
い
て
見
直
し
を
す
る
考
え
は
。

　
　

市
長　

職
員
が
退
職
後
に
職
務

　
　

経
験
や
こ
れ
ま
で
得
た
専
門
的

な
知
識
、
能
力
、
地
域
社
会
に
そ
う

い
っ
た
も
の
を
還
元
す
る
こ
と
は
市

勢
発
展
の
た
め
に
も
大
変
有
効
な
も

の
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
は
、
設
立
目
的
や
経

緯
、
地
域
に
お
き
ま
す
活
動
状
況
な

ど
か
ら
、
市
が
関
係
す
る
団
体
か
ら

の
依
頼
に
応
じ
て
、
人
材
の
支
援
を

行
う
こ
と
も
そ
の
方
策
の
一
つ
と
考

え
て
お
り
ま
す
。
一
方
で
、
在
職
中

の
職
務
と
関
連
の
深
い
民
間
企
業
へ

の
再
就
職
に
つ
き
ま
し
て
は
、
市
民

の
信
頼
を
損
な
わ
な
い
よ
う
配
慮
す

る
こ
と
も
必
要
で
あ
る
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

　
　

今
で
も
公
共
の
灰
皿
を
使
い
タ

　
　

バ
コ
を
吸
っ
て
い
る
方
が
多
数

見
受
け
ら
れ
る
が
、
我
が
市
で
は
ど

う
い
う
対
策
を
し
て
い
る
の
か
伺
い

た
い
。

　
　

総
務
部
長　

厚
生
労
働
省
の
健

　
　

康
局
長
よ
り
、
受
動
喫
煙
防
止

対
策
に
つ
い
て
と
い
う
こ
と
で
、
そ

れ
ぞ
れ
自
治
体
に
通
知
が
あ
り
ま
し

た
。
今
後
は
、
さ
ら
に
そ
の
内
容
を

協
議
検
討
し
ま
し
て
、
よ
り
よ
い
受

動
喫
煙
防
止
対
策
の
た
め
に
、
現
在

設
置
を
し
て
お
り
ま
す
庁
舎
の
喫
煙

所
設
置
検
討
委
員
会
を
中
心
に
検
討

し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

質　問　事　項

１．２期目でできる改革実行とマニフェスト
２．現政府における当市財政の計画と改革テーマ
３．温室効果ガス削減へ向けた市の対策方針

質　問　事　項

１．農地利用集積事業について
２．天下り人事について
３．公共施設の禁煙対策について

▲ハイブリッドの公用車 ▲千代田庁舎喫煙所

一　般　質　問

古
橋　

智
樹
議

員

圓
城
寺
正
道
議
員

現
政
府
の
方
針
に
お
け
る
当
市
の
財
政
計
画
に
つ
い
て

市
民
と
の
協
働
に
よ
る
政
策
を
選
択
し
、重
点
化
し
て
ま
い
り
た
い

QAQA

天
下
り
人
事
の
考
え
は

人
材
支
援
を
行
う
こ
と
も
方
策
の
ひ
と
つ
と
考
え
ま
す

QAQA

一 般 質 問

QA Q

A
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ひ
た
ち
な
か
市
で
は
、
新
た
な

　
　

市
営
住
宅
を
建
設
し
な
い
か
わ

り
に
、
市
営
住
宅
入
居
資
格
者
を
対

象
に
、
市
内
の
民
間
賃
貸
住
宅
を
あ

っ
旋
し
、
毎
月
の
家
賃
を
補
助
（
上

限
２
万
円
）
す
る
制
度
を
導
入
し
ま

し
た
。
当
市
に
は
、
市
営
住
宅
が
あ

り
ま
せ
ん
。
家
賃
を
補
助
す
る
制
度

の
導
入
に
つ
い
て
、
市
長
の
見
解
を

伺
う
。

　
　

市
長　

家
賃
補
助
制
度
は
、
現

　
　

在
は
生
活
保
護
世
帯
に
対
し
て

実
施
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
子
育
て
支
援
に
お
い
て
は
、

子
育
て
奨
励
金
、
３
人
っ
こ
家
庭
応

援
事
業
補
助
、
子
ど
も
手
当
、
児
童

扶
養
手
当
な
ど
に
よ
り
子
育
て
支
援

を
実
施
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
民

間
賃
貸
住
宅
に
対
す
る
家
賃
補
助
の

導
入
に
つ
き
ま
し
て
は
、
現
時
点
で

は
考
え
て
お
り
ま
せ
ん
。

　
　

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
制
度
は
、

　
　

住
民
が
住
宅
の
リ
フ
ォ
ー
ム
な

ど
を
行
っ
た
場
合
、
そ
の
経
費
の
一

部
を
自
治
体
が
助
成
す
る
制
度
で

す
。
住
宅
の
改
善
を
容
易
に
す
る
と

と
も
に
、
中
小
業
者
の
仕
事
お
こ
し

に
つ
な
が
り
、
そ
の
経
済
効
果
は
助

成
額
の
数
十
倍
に
も
上
っ
て
い
ま
す

が
、
導
入
の
考
え
は
な
い
か
伺
う
。

　
　

市
長　

本
市
と
い
た
し
ま
し
て

　
　

は
、
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
制

度
と
し
て
、
一
体
的
な
制
度
に
は
な

っ
て
お
り
ま
せ
ん
が
、
既
存
の
助
成

制
度
や
国
、
県
が
進
め
て
お
り
ま
す

助
成
制
度
を
含
め
ま
し
て
、
耐
震
、

バ
リ
ア
フ
リ
ー
、
省
エ
ネ
な
ど
の
多

方
面
に
わ
た
り
ま
し
て
研
究
し
て
ま

い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
　

下
稲
吉
小
学
校
校
舎
全
面
建
て

　
　

替
え
基
本
計
画
の
市
長
の
見
解

を
伺
う
。

　
　

市
長　

耐
震
診
断
調
査
や
耐
力

　
　

度
調
査
に
よ
り
、
現
状
の
把
握

を
行
い
、
そ
の
結
果
に
お
い
て
、
国

の
学
校
施
設
整
備
の
考
え
方
に
沿
っ

て
、
国
庫
補
助
金
や
合
併
特
例
債
等

の
活
用
を
含
め
ま
し
て
、
経
済
性
と

そ
れ
か
ら
安
全
性
、
さ
ら
に
は
実
効

性
、
将
来
性
な
ど
の
４
つ
の
ポ
イ
ン

ト
を
重
視
い
た
し
ま
し
て
、
さ
ま
ざ

ま
な
問
題
・
課
題
を
把
握
し
、
総
合

的
に
検
証
し
な
が
ら
策
定
を
行
っ
た

と
こ
ろ
で
す
。

　

基
本
計
画
は
、
将
来
の
建
て
替
え

を
想
定
し
な
が
ら
、
屋
内
運
動
場
と

施
設
整
備
の
古
い
西
校
舎
の
建
て
替

え
を
、
さ
ら
に
は
そ
の
他
の
校
舎
の

耐
震
補
強
及
び
大
規
模
改
造
工
事
に

よ
り
、
児
童
の
安
全
確
保
や
狭
隘

化
、
老
朽
化
の
改
善
を
行
い
、
早
急

に
安
全
で
安
心
で
き
る
学
校
と
な
る

よ
う
、
整
備
す
る
計
画
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。

　
　

地
元
中
小
企
業
の
経
済
対
策
を

　
　

伺
う
。

　
　

総
務
部
長　

最
低
制
限
価
格
の

　
　

率
、
ま
た
、
予
定
価
格
の
事
後

公
表
と
い
う
こ
と
で
改
正
を
し
て
お

り
ま
す
。
も
う
一
つ
は
、
入
札
参
加

条
件
の
改
正
。
続
き
ま
し
て
、
入
札

の
参
加
数
の
最
低
制
限
と
い
う
こ
と

で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
入
札
に
関
し
ま
し

て
、
５
社
以
上
の
入
札
が
な
け
れ

ば
、
不
調
と
い
う
こ
と
で
、
そ
の
点

に
つ
い
て
も
改
正
を
し
て
お
り
ま

す
。
そ
れ
と
、
業
者
名
の
非
公
開
。

　

も
う
一
つ
が
、
事
後
審
査
時
の
提

出
書
類
の
追
加
と
い
う
内
容
で
す
。

質　問　事　項

１．下土田地内への残土問題について
２．入札制度の改善について
３．中小業者の仕事興し対策について
４．公共下水道の問題について
５．国民健康保険税の引き下げ、減免要綱の作成について
６．生活環境の改善について（市民や区長等からの要望に積
　　極的に応えるために）
７．市民の暮らし応援の施策について（子育て支援を考える）
８．高すぎる水道料金の改善について

質　問　事　項

１．下稲吉小学校校舎全面建て替え出来ないことについて
２．地元中小企業の経済対策について
３．公用車の事故防止対策について

▲下稲吉小学校▲市内にある県営アパート

佐
藤　

文
雄
議
員

矢
口　

龍
人
議
員

市
営
住
宅
を
持
た
な
い
市
と
し
て
、家
賃
補
助
制
度
に
つ
い
て
伺
う

民
間
賃
貸
住
宅
に
対
す
る
家
賃
補
助
の
導
入
は
、現
時
点
で
は
考
え
て
お
り
ま
せ
ん

QAQA

下
稲
吉
小
学
校
校
舎
全
面
立
て
替
え
の
見
解
を
伺
う

早
急
に
安
全
で
安
心
で
き
る
学
校
を
整
備
し
て
ま
い
り
た
い

QAQA

一 般 質 問

Q

A

Q

A
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国
民
健
康
保
険
税
対
策
に
つ
い

　
　

て
。

　
　

市
長　

国
民
健
康
保
険
税
に
限

　
　

ら
ず
市
税
全
般
に
わ
た
り
ま
し

て
全
庁
挙
げ
て
の
滞
納
対
策
に
取
り

組
ん
で
お
り
、
本
年
度
に
つ
い
て
も

改
め
て
収
納
率
向
上
へ
の
取
り
組
み

を
指
示
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

特
に
滞
納
額
を
ふ
や
さ
な
い
と
い
う

視
点
か
ら
も
、
現
年
度
の
課
税
分
の

収
納
に
力
を
注
ぐ
こ
と
と
し
、
こ
れ

ま
で
の
滞
納
対
策
に
加
え
ま
し
て
、

納
税
者
の
利
便
性
を
図
る
た
め
、
コ

ン
ビ
ニ
収
納
シ
ス
テ
ム
の
導
入
に
向

け
ま
し
て
現
在
そ
の
準
備
を
進
め
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。さ
ら
に
、

こ
れ
ま
で
行
っ
て
き
ま
し
た
不
動
産

の
差
し
押
さ
え
の
ほ
か
に
、
動
産
に

つ
き
ま
し
て
も
差
し
押
さ
え
を
実

施
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
オ
ー
ク
シ
ョ

ン
シ
ス
テ
ム
等
で
の
公
売
に
つ
き
ま

し
て
も
本
年
度
か
ら
実
施
を
す
る
予

定
で
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
収
納
対
策
や
滞
納

対
策
を
通
じ
ま
し
て
収
納
率
向
上
に

努
め
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

　
　

ハ
ク
ビ
シ
ン
の
被
害
が
増
加
し

　
　

て
い
る
が
、
対
策
に
つ
い
て
伺

う
。

　
　

環
境
経
済
部
長　

小
動
物
捕
獲

　
　

用
の
箱
わ
な
を
10
基
購
入
し
、

わ
な
免
許
保
持
者
に
貸
し
出
し
を
行

っ
て
お
り
ま
す
。
今
後
に
お
い
て
も

検
討
と
協
議
を
進
め
な
が
ら
対
策
を

検
討
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
　

市
の
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ

　
　

ー
を
作
成
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
元
気
に

な
り
、
知
名
度
ア
ッ
プ
に
も
つ
な
が

る
と
確
信
し
ま
す
が
、
必
要
性
と
具

体
的
な
取
り
組
み
を
伺
う
。

　
　

環
境
経
済
部
長　

市
で
は
、
市

　
　

民
の
ふ
る
さ
と
意
識
の
醸
成

と
、
市
の
魅
力
を
効
果
的
に
発
信
す

る
宣
伝
広
告
や
統
一
的
な
市
の
イ
メ

ー
ジ
形
成
を
推
進
す
る
た
め
、
平
成

20
年
度
に
花
木
鳥
シ
ン
ボ
ル
デ
ザ
イ

ン
を
制
定
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
こ

れ
を
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
と

し
て
有
効
に
利
用
す
る
こ
と
を
含
め

ま
し
て
、
今
後
、
検
討
を
し
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

　
　

地
域
の
教
育
力
で
学
校
を
活
性

　
　

化
す
る
取
り
組
み
に
つ
い
て
。

　
　

教
育
長　

学
校
支
援
ボ
ラ
ン
テ

　
　

ィ
ア
活
動
事
業
が
、
国
の
事
業

の
方
は
、
今
年
度
が
最
終
年
度
に
な

り
ま
す
が
、
地
域
の
方
か
ら
さ
ら
に

続
け
る
こ
と
に
対
し
支
援
を
お
願
い

し
た
い
と
い
う
話
も
出
て
お
り
ま

す
。
そ
し
て
、
自
分
た
ち
が
中
心
に

な
っ
て
や
っ
て
い
き
た
い
と
い
う
よ

う
な
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
方
々
の
申
し
出
も
あ

り
、
本
当
に
自
分
た
ち
の
力
で
子
ど

も
た
ち
を
守
る
地
域
の
力
と
な
っ

て
、
継
続
発
展
し
て
い
け
る
よ
う

に
、
私
ど
も
も
関
係
部
署
と
連
携
を

図
り
な
が
ら
、
推
進
し
て
ま
い
り
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

質　問　事　項 質　問　事　項

１．介護施策について
２．市のマスコットキャラクターを作成することについて
３．市民参加のまちづくりについて
４．防災体制づくりの推進について
５．地域の教育力で学校を活性化する取り組みについて
６．各学校及び保育所に防犯カメラ設置について

１．農林業対策について 
２．学校の統廃合について
３．国民健康保険税対策について
４．土木行政について

▲小動物捕獲用の箱わな ▲花木鳥シンボルデザイン

一 般 質 問

山
内
庄
兵
衛
議

員

中
根　

光
男
議
員

国
民
健
康
保
険
税
対
策
に
つ
い
て

収
納
対
策
や
滞
納
対
策
を
通
じ
て
収
納
率
向
上
に
努
め
て
ま
い
り
た
い

QAQA

マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
取
り
組
み
は

花
木
鳥
シ
ン
ボ
ル
デ
ザ
イ
ン
を
利
用
す
る
こ
と
を
含
め
今
後
検
討
し
て
ま
い
り
た
い

QAQA

QA

QA
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保
育
所
入
所
待
機
児
童
の
実
態

　
　

に
つ
い
て 

伺
う
。

　
　

市
長　

４
月
入
所
時
点
に
お
い

　
　

て
は
、
待
機
児
童
は
お
り
ま
せ

ん
。
そ
の
後
の
途
中
入
所
に
つ
い
て

は
、
入
所
を
希
望
す
る
市
内
保
育
所

及
び
勤
務
先
に
近
い
市
外
保
育
所
を

第
１
希
望
か
ら
第
３
希
望
の
記
入
を

い
た
だ
き
ま
し
て
入
所
申
請
を
受
け

付
け
て
お
り
ま
す
。
市
内
保
育
所
入

所
を
希
望
し
た
場
合
、
児
童
の
年
齢

層
に
よ
り
第
１
希
望
に
入
所
で
き
な

く
て
、
結
果
と
し
て
待
機
と
な
る
状

況
も
出
て
お
り
ま
す
。
市
外
保
育
所

を
希
望
し
た
場
合
に
は
、
主
に
近
隣

市
町
村
、
土
浦
市
、
石
岡
市
、
つ
く

ば
市
を
希
望
す
る
広
域
入
所
希
望
者

が
多
い
わ
け
で
す
が
、
待
機
児
童
が

出
て
お
り
ま
す
。

　
　

帆
引
き
船
漁
法
に
つ
い
て
の
公

　
　

的
認
定
も
し
く
は
何
ら
か
の
指

定
に
向
け
た
取
り
組
み
を
伺
う
。

　
　

教
育
部
長　

無
形
民
俗
文
化
財

　
　

と
し
て
指
定
を
す
る
に
は
、
そ

の
技
術
を
伝
承
し
て
い
く
シ
ス
テ
ム

や
体
制
が
構
築
さ
れ
て
い
る
こ
と
が

必
須
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
伝
承
者
の

問
題
が
解
決
さ
れ
て
い
な
い
現
段
階

で
の
指
定
は
難
し
い
も
の
で
は
あ
り

ま
す
が
、
先
人
た
ち
の
残
し
た
知
恵

と
技
術
の
結
晶
で
あ
る
こ
の
偉
大
な

功
績
を
文
化
遺
産
と
し
て
後
世
に
伝

え
て
い
く
こ
と
が
我
々
の
責
務
で
あ

り
ま
す
の
で
、
文
化
遺
産
の
認
定
に

向
け
関
係
部
署
と
調
整
を
行
い
、
努

力
を
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

　
　

３
つ
の
ワ
ク
チ
ン
（
ヒ
ブ
・
子

　
　

宮
頸
が
ん
・
肺
炎
球
菌
）
接
種

に
つ
い
て
の
認
識
と
公
費
助
成
の
考

え
が
あ
る
か
を
伺
う
。

　
　

市
長　

予
防
接
種
に
つ
き
ま
し

　
　

て
は
、
一
定
の
効
果
は
期
待
で

き
ま
す
が
、
日
常
の
体
温
管
理
や
定

期
的
な
検
診
も
必
要
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

　

ご
提
言
を
い
た
だ
い
た
ヒ
ブ
ワ
ク

チ
ン
、
子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン
、
肺

炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
の
３
種
類
の
ワ
ク

チ
ン
の
接
種
は
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

ワ
ク
チ
ン
の
接
種
の
よ
う
に
全
国
的

に
定
着
し
て
い
る
も
の
で
は
な
く

て
、
臨
床
試
験
や
ワ
ク
チ
ン
の
安
定

供
給
、
接
種
計
画
、
さ
ら
に
は
助
成

に
向
け
た
財
源
の
確
保
な
ど
、
環
境

面
を
整
え
て
か
ら
実
施
す
る
こ
と
に

な
り
ま
す
の
で
、
国
や
県
な
ど
の
動

向
を
注
視
し
な
が
ら
、
今
後
前
向
き

な
研
究
課
題
、
検
討
課
題
と
し
て
考

え
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
　

子
育
て
支
援
対
策
と
小
中
学
校

　
　

の
安
全
対
策
に
つ
い
て
。

　
　

教
育
長　

県
内
に
は
ラ
ン
ド
セ

　
　

ル
無
料
支
給
を
実
施
し
て
い
る

市
町
村
も
あ
り
ま
す
の
で
、
支
給
実

態
を
踏
ま
え
て
検
討
し
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

　
　

教
育
部
長　

警
察
署
の
協
力
を

　
　

得
な
が
ら
交
通
安
全
教
室
な
ど

実
施
い
た
し
ま
し
て
安
全
指
導
を
行

い
、
安
全
な
登
下
校
に
努
め
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。
ま
た
、
通
学
路
の
危

険
箇
所
の
把
握
に
努
め
ま
し
て
、
各

学
校
で
安
全
マ
ッ
プ
を
作
成
し
、
登

下
校
時
に
お
け
る
通
行
時
の
注
意
喚

起
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

質　問　事　項

１．保育所入所待機児童ゼロを目指した対応改善について
２．かすみがうら市の活性化に向けた取り組みについて
３．かすみがうら市が誇る帆引き船漁法の歴史的文化遺産と
　　しての評価と認定準備について

質　問　事　項

１．市民の健康増進のための施策や、事前に防げる疾病に対
　　してワクチンの予防接種の公費助成について
２．子育て支援対策と小中学生の安全対策について
３．市道の維持・管理体制における各部署の連携と品質管理
　　の基準について
４．二庁舎体制をとっている中での市民サービスの向上対策
　　について

▲さくら保育所

和
田　

正
美
議
員

小
松
㟢　

誠
議
員

保
育
所
入
所
待
機
児
童
ゼ
ロ
を
目
指
し
た
対
応
改
善
に
つ
い
て

４
月
入
所
時
点
で
は
待
機
児
童
は
お
り
ま
せ
ん

QAQA

事
前
に
防
げ
る
疾
病
に
対
し
て
ワ
ク
チ
ン
の
予
防
接
種
の
公
費
助
成
は

国
や
県
な
ど
の
動
向
を
注
視
し
検
討
課
題
と
し
て
考
え
て
ま
い
り
た
い

QAQA

一 般 質 問

Q

A

QA

A
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○請願・陳情

　市民の皆様が市政について意見があるときは、請願書や陳情書を市議会に提出することがで
きます。

【請願書】議員の紹介があるもの
　請願書はその内容に該当する委員会で慎重に審議され、採択されたものは、必要があればそ
の結果を市長または関係機関に送ります。なお、結果が出ずに次回の会議で再び審査するもの
は、継続審査となります。

【陳情書】議員の紹介がないもの
　陳情書は請願書の例により処理致します。本会議に諮る必要がないものと認めたものについ
ては、議会運営委員会に諮ってその写しを議員に配布するのを例と致します。

【請願・陳情の出し方】
１　請願・陳情ともに文書で提出してください。（雛形参照）
２　請願・陳情の内容を示す表題をつけ、趣旨及び理由を記載してください。
３　請願・陳情の内容が多岐になる場合は、項目別に整理して記載してください。
４　記載事項は日本語で記載し、件名、趣旨、提出年月日、請願（陳情）者の氏名・住所・押
　　印（団体等の場合は団体名、団体の所在地、団体の代表者名、押印）が必要になります。
５　請願書の場合は、紹介議員（１人以上）の署名又は記名押印が必要です。
　※正副委員長は、自己の所属する委員会の所管事項に関するものについては、請願の紹介議
　　員とならないこととし、正副議長は、すべてに紹介議員となりませんのでご注意下さい。

議　

会　

日　

誌

《
５
月
》

　

17
日　

議
会
運
営
委
員
会

　

25
日　

議
会
運
営
委
員
会

　
　
　
　

全
員
協
議
会

　

26
日　

全
国
市
議
会
議
長
会
定
期
総
会

　

29
日　

湖
北
環
境
衛
生
組
合
臨
時
会

《
６
月
》

　

１
日　

議
会
運
営
委
員
会

　
　
　
　

全
員
協
議
会

　

１
日
～
18
日　

第
２
回
定
例
会

　

８
日　

議
会
運
営
委
員
会

　

18
日　

議
会
運
営
委
員
会

　
　
　
　

全
員
協
議
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

《
７
月
》

　

６
日
～
７
日　

茨
城
県
市
議
会
議
長

　
　
　
　
　
　
　

会
視
察
研
修

　

27
日
～
28
日　

石
岡
地
方
斎
場
組
合

　
　
　
　
　
　
　

管
外
行
政
視
察
研
修

　

29
日
～
30
日　

湖
北
環
境
衛
生
組
合

　
　
　
　
　
　
　

視
察
研
修

　

30
日　

議
会
だ
よ
り
編
集
特
別
委
員
会

　《
８
月
》

　

６
日　

議
会
だ
よ
り
編
集
特
別
委
員
会

　
　
　
　

全
員
協
議
会

●●に関する請願書

平成●年●月●日
かすみがうら市議会議長
　　　● ● ● ● 殿

（表紙） （本文）
件名●●●●について

趣旨●●●●することを求める

理由●●●●●●●●●●●●●

　　●●●●●●●●●●●●●

　　●●●●●●●●●●●●●

　　●●●●●●●●●●●●●

　　●●●●●●●●●●●●●

　　●●●●●●●●●●●●●

請願・陳情



詳しいことは、議会事務局へお問い合わせください。

平
成
22
年

第
３
回
定
例
会
の
お
知
ら
せ

電話 0299（59）2111 内線 1302
ホームページ  http://www.city.kasumigaura.ibaraki.jp/gikai/
メールアドレス  gikai@city.kasumigaura.ibaraki.jp

コ ラ ム

豆 お知らせ

編集後記

問い合わせ

辞
典 議

決
権 ―
―
―
―
―
―
―
―
―

　

議
決
権
は
、
議
会
の
持
つ
権
限
の
中
で
、
最

も
本
質
的
、
基
本
的
な
も
の
で
あ
り
、
議
会
の

存
在
目
的
か
ら
も
第
一
に
あ
げ
ら
れ
る
権
限
で

あ
る
。

　

条
例
、
予
算
は
議
会
が
決
定
し
、
重
要
な
行

政
執
行
に
つ
い
て
も
、
あ
ら
か
じ
め
議
会
の
議

決
を
経
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
い
る
の
で
、
市

長
が
提
案
し
た
案
件
に
対
し
て
可
否
を
表
明
す

る
こ
と
が
議
会
の
最
も
重
要
な
使
命
で
あ
り
、

職
責
で
あ
る
と
い
え
る
。

　

こ
の
よ
う
な
議
会
の
意
思
決
定
が
『
議
決
』

で
あ
り
、
議
会
の
権
限
の
中
で
最
も
本
質
的
、

基
本
的
な
も
の
と
い
わ
れ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。

議
決
は
、
「
問
題
」
に
対
す
る
議
員
個
々
の
賛

成･

反
対
の
意
思
表
明
、
す
な
わ
ち
表
決
の
集

約
で
あ
る
。
議
員
の
意
思
が
賛
否
に
分
か
れ
て

　
　

い
る
場
合
は
、
表
決
を
集
計
し
た
上
で
、

　
　

多
数
決
の
原
理
に
従
っ
て
、
通
常
の
案
件

　
　

で
は
過
半
数
の
賛
成
の
意
思
表
明
が
あ
れ

　
　

ば
議
会
の
意
思
と
定
め
る
も
の
で
あ
る
。

(

議
員
必
携
抜
粋)

　

か
す
み
が
う
ら
市
議
会
第
３
回
定
例
会
は
、
８
月
30
日（
月
）

か
ら
開
会
予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。会
期
日
程
（
案
）
に
つ
い
て

は
、お
知
ら
せ
版
に
掲
載
い
た
し
ま
す
。

　

今
年
の
夏
は
記
録
的
な
猛
暑
が
続
き
、
熱
中

症
で
病
院
に
搬
送
さ
れ
た
方
が
過
去
に
例
の
な

い
数
字
と
な
っ
た
よ
う
で
す
が
、
市
民
の
皆
様

に
は
無
事
猛
暑
を
乗
り
越
え
ご
健
勝
で
ご
活
躍

の
こ
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
か
す
み
が
う
ら
市
で
は
合
併
後
初

め
て
首
長
選
挙
が
執
行
さ
れ
、市
政
一
新
、「
行

政
の
暴
走
、
危
機
打
破
」
を
訴
え
た
新
市
長
が

誕
生
し
ま
し
た
。

　

新
市
長
の
ご
当
選
を
祝
し
、
か
す
み
が
う
ら

市
の
さ
ら
な
る
発
展
と
市
民
福
祉
の
向
上
の
た

め
、
政
治
手
腕
を
発
揮
さ
れ
ま
す
よ
う
ご
期
待

申
し
上
げ
ま
す
。

　

議
会
と
執
行
機
関
の
双
方
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の

機
能
と
、
そ
の
分
担
を
尊
重
し
、
認
め
合
う
と

い
う
良
識
あ
る
相
互
関
係
を
確
立
し
、「
具
体
的

な
政
策
の
最
終
決
定
」
と
「
行
政
運
営
の
批
判

と
監
視
」
を
、
達
成
で
き
る
よ
う
、
議
会
も
懸

命
に
努
力
を
し
て
ま
い
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　

地
方
自
治
体
の
行
政
運
営
は
、
国
の
政
策
や

社
会
経
済
の
変
化
を
的
確
に
把
握
し
て
、
変
化

に
対
応
し
た
行
政
運
営
、ま
た
、県
や
関
係
市
町

村
と
の
連
携
協
調
も
欠
か
せ
な
い
と
思
い
ま
す
。

　

無
駄
か
ど
う
か
を
判
断
す
る
基
準
は
、
法
令

に
合
致
し
て
い
る
か
ど
う
か
で
は
な
く
、
市
民

の
生
活
に
役
立
っ
て
い
る
か
ど
う
か
で
あ
り
ま

す
。
市
民
の
感
覚
的
な
判
断
を
集
約
し
て
、
効

果
が
あ
っ
た
か
ど
う
か
を
判
断
し
、
あ
ま
り
効

果
が
無
か
っ
た
も
の
に
つ
い
て
は
事
業
仕
分
け

を
す
る
こ
と
が
今
日
の
自
治
体
に
も
と
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

平
成
22
年
第
２
回
定
例
議
会
で
は
９
議
案
が

提
案
さ
れ
ま
し
た
。
一
般
質
問
に
は
９
名
の
議

員
か
ら
多
岐
に
わ
た
る
質
問
や
意
見
が
出
て
活

発
な
議
会
で
あ
り
ま
し
た
。

　

市
の
議
会
だ
よ
り
は
行
政
の
現
況
や
議
会
の

活
動
状
況
を
お
知
ら
せ
る
も
の
で
す
。
ご
理
解

の
上
、
ご
意
見
を
お
寄
せ
い
た
だ
け
ま
し
た
ら

幸
い
に
存
じ
ま
す
。

議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
　

井
坂
悦
司
　

　議員の活動は、本会議などに出席し、議案の審議などを行う議会
活動だけではありません。
　日頃より、市民の代表として住民意思の把握に努め、市の事務に
関して調査研究を行い、議案の審査や政策の立案に反映させていく
ことも、重要な役割と考えています。
　このような観点から、市全体の立場に立って判断すべき議員とし
て『市民の声』に耳をかたむけ、市民全体の利益のため、「みんな
の笑顔があふれる元気なまち」にむけて、努力してまいります。

市民の声を活かした
政策形成に向けて


